
令
和
元
年
五
月
十
七
日
提
出

質
問
第
一
七
三
号

副
大
臣
、
大
臣
政
務
官
の
「
在
京
当
番
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

初

鹿

明

博
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副
大
臣
、
大
臣
政
務
官
の
「
在
京
当
番
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

大
臣
が
東
京
を
離
れ
る
場
合
に
は
、
平
成
十
五
年
の
閣
議
了
解
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
副
大
臣
又
は
大
臣
政
務
官
が
代
理

で
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
「
在
京
当
番
」
を
置
き
、
緊
急
事
態
に
備
え
る
体
制
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

白
須
賀
貴
樹
文
部
科
学
大
臣
政
務
官
は
、
「
在
京
当
番
」
で
あ
っ
た
日
の
う
ち
、
昨
年
十
月
の
就
任
以
来
半
年
間
で
十
三
日

間
、
自
身
の
選
挙
区
で
あ
る
千
葉
県
に
行
き
、
東
京
を
離
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
在
京
当
番
に
つ
い
て
、
都
内
に
限
ら
ず
、
概
ね
一
時
間
以
内
に
官
邸
等
に
参

集
で
き
る
体
制
を
と
る
と
の
運
用
を
し
て
お
り
、
問
題
は
無
い
と
の
見
解
を
示
し
て
い
ま
す
。

以
上
を
ふ
ま
え
、
以
下
質
問
し
ま
す
。

一

他
省
庁
の
副
大
臣
、
政
務
官
の
中
で
、
「
在
京
当
番
」
の
日
に
東
京
を
離
れ
て
い
た
者
の
有
無
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て

く
だ
さ
い
。
い
る
場
合
は
、
誰
が
何
回
、
ど
こ
に
行
っ
て
い
た
の
か
を
含
め
て
政
府
の
承
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
具
体
的
に

明
ら
か
に
し
て
く
だ
さ
い
。

二

文
部
科
学
省
は
、
概
ね
一
時
間
以
内
に
官
邸
等
に
参
集
で
き
る
体
制
を
と
る
と
の
運
用
を
行
っ
て
い
る
が
、
同
様
に
一
定

時
間
内
に
参
集
で
き
れ
ば
、
東
京
を
離
れ
る
こ
と
を
許
容
し
て
い
る
省
庁
は
あ
る
の
か
、
具
体
的
な
運
用
の
内
容
を
明
ら
か

一



に
し
て
く
だ
さ
い
。

三

東
日
本
大
震
災
の
例
を
と
る
ま
で
も
な
く
、
災
害
時
に
は
公
共
交
通
機
関
の
運
行
が
見
合
わ
せ
ら
れ
た
り
、
道
路
渋
滞
が

発
生
し
た
り
し
て
、
通
常
時
に
一
時
間
以
内
に
参
集
で
き
る
距
離
で
も
参
集
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
徒
歩
で
も
短
時
間
で
参
集
で
き
る
距
離
に
い
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

右
質
問
す
る
。

二


